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し
か
し
そ
の
後
も
日
本
は
、
い
ば
ら
の
道
を

歩
む
。
ど
ん
な
に
災
害
関
連
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
も
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
防
災
意
識
を
高

め
て
も
、
あ
る
日
突
然
、
想
像
を
上
回
る
規
模

の
大
災
害
は
起
こ
っ
て
し
ま
う
。95
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
―
。
大
災
害
に
追
い
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
日

本
は
〝
反
省
〞
と
〝
教
訓
〞
を
糧
に
防
災
技
術

を
培
い
、
今
も
な
お
、
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
各
地
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
が
、
人
が
、
自
然
の
脅
威
に
翻
弄
さ

れ
て
い
る
。

　
災
害
は
国
境
を
超
え
て
や
っ
て
く
る
―
。
防

災
へ
の
対
策
は
、
一
国
、
一
地
域
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
世
界
中
に
そ
の
こ
と

を
知
ら
し
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
部
、
ス
マ

ト
ラ
沖
を
震
源
と
し
た
地
震
は
、
巨
大
な
津
波

を
引
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
…
周
辺
国
に
ま
で
被
害
が

及
ん
だ
の
だ
。
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気

の
地
域
で
は
、
自
国
で
は
そ
ん
な
災
害
と
ほ
ぼ

無
縁
の
欧
米
人
観
光
客
も
命
を
落
と
し
た
。

　
犠
牲
者
は
20
万
人
以
上
―
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で

被
害
が
拡
大
し
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
被

害
を
受
け
た
国
の
多
く
が
開
発
途
上
国
だ
っ
た

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。国
と
し
て
の
機
能
も
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
も
ぜ
い
弱
な
途
上
国
。

日
々
を
生
き
る
の
に
必
死
な
中
、
い
ざ
と
い
う

時
の
〝
備
え
〞
で
あ
る
防
災
に
ま
で
手
が
回
っ

て
い
な
い
。

災
害
に
ぜ
い
弱
な

開
発
途
上
国
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大
都
市
の
一
つ
、
名
古
屋
を
大
型
台
風
が
直
撃

し
、
約
５
０
０
０
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
の
災
害
後
の
〝
後
追
い
型
の
対
策
〞
は
、

ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
日
本
政
府
は
61
年
に
「
災
害

対
策
基
本
法
」
を
制
定
。
政
府
主
導
だ
っ
た
取

り
組
み
を
、
地
方
自
治
体
、
放
送
局
、
交
通
機

関
な
ど
を
巻
き
込
み
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
を
推
進
す
る
体
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

「
防
災
の
日
」が
設
定
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

　
９
月
１
日
。
毎
年
、
こ
の
前
後
１
週
間
は
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
そ
う
、

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
「
防
災
の
日
」
だ
か
ら

だ
。

　
世
界
有
数
の
「
災
害
経
験
国
」
と
し
て
知
ら

れ
る
日
本
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
〝
も
し
も
〞
の
時
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

う
対
応
す
べ
き
か
―
。
み
ん
な
が
原
点
に
立
ち

返
り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
日
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
日
は
、
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
答
え

の
カ
ギ
は
今
か
ら
90
年
前
、
１
９
２
３
年
の
９

月
１
日
。
関
東
大
震
災
だ
。
神
奈
川
県
相
模
湾

沖
を
震
源
と
し
た
大
き
な
揺
れ
は
東
京
や
横
浜

を
火
の
海
に
変
え
、
一
瞬
に
し
て
、
人
々
の
大

切
な
も
の
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、

洪
水
、
火
山
噴
火
…
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
実

に
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
過
程
で
、
日
本
独
自
の
文
化
と
な
っ
た
の

が
〝
防
災
〞
だ
。

　「〝
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
〞、〝
天
災
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
〞
な
ど
、
日
本
に

は
災
害
に
関
す
る
格
言
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
自
身
の
経
験
を
次
世

代
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
、
防
災
文
化
が
根
付

い
て
き
た
の
で
す
」
と
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
の
西
川
智
監
査
室
長
は
話
す
。

　
そ
ん
な
日
本
の
防
災
の
転
換
期
と
な
っ
た
の

が
59
年
の
伊
勢
湾
台
風
。
ま
さ
に
戦
後
復
興
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
代
、
日
本
の
三

日
本
の
宿
命
―

経
験
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
技
術

避難所の案内板は災害時の生命線（ケニア・ニャンド川流域：撮影 佐藤浩治）

洪水対策の一環として円借款で整備されたダ
ム（ブラジル・サンパウロ州：撮影 久野真一）

雨期の洪水に備えて、河川
流域では堤防の整備などが
重要（インドネシア・東ジャワ
州：撮影 谷本美加）

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
。

世
界
各
地
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
苦
し
み
、
命
を
落
と
し
た
だ
ろ
う
か
。

幾
多
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
防
災
に
力
を
入
れ
て
き
た
日
本
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

自
然
の
脅
威
か
ら
、
国
を
、
人
を
守
る
た
め
の
挑
戦
に
迫
る
。

悲
し
み
を

繰
り
返
さ
な
い

特 

集  

防
災

2004年12月26日のスマトラ沖大地震・インド洋
津波の直後、スリランカ東部沿岸で海に向かって
祈りを捧げる女性 （写真提供：Getty Images）

■世界の大規模自然災害発生件数
  （1976-2005年）

　
し
か
し
そ
の
ま
ま
で
は
、
被
害
は
拡
大
す
る

一
方
だ
。「
災
害
は
そ
の
発
生
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
一
国
の
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
境
を
超
え
て
他
の
国

に
も
伝
播
す
る
の
で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
２
０
１
１
年
秋
に
起
こ
っ
た
タ
イ
の
大

洪
水
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
日
系
企
業

も
多
く
進
出
し
て
い
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
工
業
団
地

が
水
没
し
た
こ
と
で
、
電
化
製
品
な
ど
の
部
品

の
一
部
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
。
日
本
国
内
で
販
売

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
製
品
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
、
同
様
の
こ
と
が
世
界
各
地
で
も
起

こ
っ
て
い
た
。
災
害
は
も
は
や
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
だ
。

　「
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
、

多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
世

界
の
防
災
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ
き
存
在
な
の

で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
こ
の
数
年
、
大
規
模
な
災
害
を
立
て
続
け

に
経
験
し
、
新
た
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

防
災
。
あ
の
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
―
。
日
本
と
途
上
国
が
共
に
学
び
合
い
、
一

致
団
結
し
、〝
災
害
に
強
い
世
界
〞
を
目
指
す

べ
き
時
に
き
て
い
る
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

編
集
協
力
：
西
川
智 

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構 

監
査
室
長

95年1月17日に発生した阪神・淡路大震災。激しく倒
壊した高速道路や新幹線の高架橋、火の海に包まれ

た街…。当時、国内最大規模といわれたこの地震による被害
は、今でも多くの人の脳裏に鮮明に焼きついている。
　この地震は、この土地から多くのものを奪った。しかし、こ
こで立ち止まっているわけにはいかない―。二度と同じことを
繰り返すまいと、兵庫の人々は地域を挙げて、防災を推進して
きた。
　そしてその取り組みは次のステップへ―。世界全体を災害
から守るために、自分たちが試行錯誤を重ねて培ったノウハ
ウを外に発信し、共有すべきという声が上がってきたのだ。そ
こで、2007年に兵庫県とJICAが設立したのが「国際防災研
修センター（DRLC）」。災害にぜい弱な開発途上国を対象に
した防災分野の人材育成の拠点だ。
　兵庫の経験とJICAの途上国ネットワークを生かしたユニッ
ト。地元の防災関連の組織やNGO、教育機関などと協働
で、途上国の防災関係者への技術移転、現地への専門家派
遣、防災教育教材の作成などを実施中だ。災害に強い世界を
目指し、兵庫を拠点
に、新たなうねりが
生まれている。

兵庫ではぐくむ世界の防災
国際防災研修センター（DRLC）

19

災害に学ぶ
災害を経験するたびに、その経験を教訓に、防災の取り組み
を強化してきた日本。この20年で大規模な地震を経験した
兵庫と東北が推し進める防災対策とは―。

1995年1月17日　阪神・淡路大震災　
震源地：兵庫県淡路島北部沖
マグニチュード：7.3 
死者・行方不明者：約6,500人2010年 ハイチ地震

2010年 チリ地震

2004年 
ハリケーン・アイバン

2005年 
ハリケーン・カトリーナ

2011年 
ニュージーランド南島地震

2002年 
インド干ばつ

2003年 バム地震
2008年
中国四川大地震

2000年 モザンビーク洪水

2004年 
インドネシア・インド洋津波　

2004年 
スマトラ沖大地震

2011年 タイ洪水

2010年 パキスタン洪水

2005年 パキスタン地震

2012年 
サヘル地域干ばつ・洪水

2007年 
サイクロン・
シドル

2008年 サイクロン・ナルギス

2011年 東日本大震災
1995年 阪神・淡路大震災

2004年 新潟県中越地震

ニッポン発

記憶を風化させないために
東北大学 災害科学国際研究所（IRIDeS）

北地方は三陸沖に沈み込んでいる太平洋プレートの影響で、こ
れまで地震や津波などの災害を数多く経験しています。それ故

に日本の中でも防災に熱心な地域の一つで、自治体と市民が連携し、
インフラ整備や避難訓練に懸命に取り組んできました。
　でも悲しいことに、東日本大震災では、多くの人が津波の犠牲になり
ました。「津波が来たら高台に逃げる」。そう分かっていても、心のどこ
かに「自分は大丈夫」という意識があった人もいたと思います。忘れた
ころにやってくるのが災害。もしもの時に備えて、危機感を持ち続けるこ

2011年3月11日　東日本大震災
震源地：宮城県三陸沖
マグニチュード：9.0
死者・行方不明者：約18,550人

東北大学
今村文彦教授
 （津波工学）

とは容易ではありません。
　いまだ復旧・復興の過程にある中、将来のための防災対策を東北沿岸
地域で進めていくことは、ある意味、酷かもしれません。でも“今”なので
す。津波の恐ろしさがはっきりと心に刻まれている今だからこそ、その重要
性を肌で感じ、我が身のものとして防災を学ぶことができるはずです。
　その一環として、東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）では「みんな
の防災手帳」を作成しました。地震が起こった
時の避難場所、被災地証明書の取り方など、災
害時に必要な情報がぎっしり詰まった手帳。被
災者へのヒアリングや我々の経験と教訓を基に
まとめました。上着のポケットに入る大きさで持
ち歩きも便利。この秋から、まずは宮城県多賀
城市で配布を始める予定です。
　東北地方は今、防災力を高める上で岐路に立
たされています。自分の身を、大切な人を守るた
めに、何をすべきか―。地域の人たちと共に考
え、前に進んでいきたいと思います。

東

神戸市の消防隊員か
ら防災のノウハウを学
ぶ途上国の研修員

参考：『大災害に立ち向かう世界と日本ー災害と国際協力ー』（佐伯印刷）、DRLCホームページなど

2011年 
東アフリカ干ばつ　
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を
き
っ
か
け
に
、
日
本
政
府
は
61
年
に
「
災
害

対
策
基
本
法
」
を
制
定
。
政
府
主
導
だ
っ
た
取

り
組
み
を
、
地
方
自
治
体
、
放
送
局
、
交
通
機

関
な
ど
を
巻
き
込
み
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
を
推
進
す
る
体
制
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

「
防
災
の
日
」が
設
定
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

　
９
月
１
日
。
毎
年
、
こ
の
前
後
１
週
間
は
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
そ
う
、

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
「
防
災
の
日
」
だ
か
ら

だ
。

　
世
界
有
数
の
「
災
害
経
験
国
」
と
し
て
知
ら

れ
る
日
本
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
〝
も
し
も
〞
の
時
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

う
対
応
す
べ
き
か
―
。
み
ん
な
が
原
点
に
立
ち

返
り
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
日
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
日
は
、
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
答
え

の
カ
ギ
は
今
か
ら
90
年
前
、
１
９
２
３
年
の
９

月
１
日
。
関
東
大
震
災
だ
。
神
奈
川
県
相
模
湾

沖
を
震
源
と
し
た
大
き
な
揺
れ
は
東
京
や
横
浜

を
火
の
海
に
変
え
、
一
瞬
に
し
て
、
人
々
の
大

切
な
も
の
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、

洪
水
、
火
山
噴
火
…
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
実

に
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
過
程
で
、
日
本
独
自
の
文
化
と
な
っ
た
の

が
〝
防
災
〞
だ
。

　「〝
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
〞、〝
天
災
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
〞
な
ど
、
日
本
に

は
災
害
に
関
す
る
格
言
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
自
身
の
経
験
を
次
世

代
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
、
防
災
文
化
が
根
付

い
て
き
た
の
で
す
」
と
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
の
西
川
智
監
査
室
長
は
話
す
。

　
そ
ん
な
日
本
の
防
災
の
転
換
期
と
な
っ
た
の

が
59
年
の
伊
勢
湾
台
風
。
ま
さ
に
戦
後
復
興
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
代
、
日
本
の
三

日
本
の
宿
命
―

経
験
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
技
術

避難所の案内板は災害時の生命線（ケニア・ニャンド川流域：撮影 佐藤浩治）

洪水対策の一環として円借款で整備されたダ
ム（ブラジル・サンパウロ州：撮影 久野真一）

雨期の洪水に備えて、河川
流域では堤防の整備などが
重要（インドネシア・東ジャワ
州：撮影 谷本美加）

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
。

世
界
各
地
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
苦
し
み
、
命
を
落
と
し
た
だ
ろ
う
か
。

幾
多
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
防
災
に
力
を
入
れ
て
き
た
日
本
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

自
然
の
脅
威
か
ら
、
国
を
、
人
を
守
る
た
め
の
挑
戦
に
迫
る
。

悲
し
み
を

繰
り
返
さ
な
い

特 

集  

防
災

2004年12月26日のスマトラ沖大地震・インド洋
津波の直後、スリランカ東部沿岸で海に向かって
祈りを捧げる女性 （写真提供：Getty Images）

■世界の大規模自然災害発生件数
  （1976-2005年）

　
し
か
し
そ
の
ま
ま
で
は
、
被
害
は
拡
大
す
る

一
方
だ
。「
災
害
は
そ
の
発
生
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
一
国
の
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
境
を
超
え
て
他
の
国

に
も
伝
播
す
る
の
で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
指
摘

す
る
。
２
０
１
１
年
秋
に
起
こ
っ
た
タ
イ
の
大

洪
水
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
日
系
企
業

も
多
く
進
出
し
て
い
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
工
業
団
地

が
水
没
し
た
こ
と
で
、
電
化
製
品
な
ど
の
部
品

の
一
部
製
造
が
ス
ト
ッ
プ
。
日
本
国
内
で
販
売

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
製
品
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
、
同
様
の
こ
と
が
世
界
各
地
で
も
起

こ
っ
て
い
た
。
災
害
は
も
は
や
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
だ
。

　「
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
、

多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
世

界
の
防
災
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ
き
存
在
な
の

で
す
」
と
西
川
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
こ
の
数
年
、
大
規
模
な
災
害
を
立
て
続
け

に
経
験
し
、
新
た
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

防
災
。
あ
の
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
―
。
日
本
と
途
上
国
が
共
に
学
び
合
い
、
一

致
団
結
し
、〝
災
害
に
強
い
世
界
〞
を
目
指
す

べ
き
時
に
き
て
い
る
。

特集 防災
悲しみを繰り返さない

編
集
協
力
：
西
川
智 

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構 

監
査
室
長

95年1月17日に発生した阪神・淡路大震災。激しく倒
壊した高速道路や新幹線の高架橋、火の海に包まれ

た街…。当時、国内最大規模といわれたこの地震による被害
は、今でも多くの人の脳裏に鮮明に焼きついている。
　この地震は、この土地から多くのものを奪った。しかし、こ
こで立ち止まっているわけにはいかない―。二度と同じことを
繰り返すまいと、兵庫の人々は地域を挙げて、防災を推進して
きた。
　そしてその取り組みは次のステップへ―。世界全体を災害
から守るために、自分たちが試行錯誤を重ねて培ったノウハ
ウを外に発信し、共有すべきという声が上がってきたのだ。そ
こで、2007年に兵庫県とJICAが設立したのが「国際防災研
修センター（DRLC）」。災害にぜい弱な開発途上国を対象に
した防災分野の人材育成の拠点だ。
　兵庫の経験とJICAの途上国ネットワークを生かしたユニッ
ト。地元の防災関連の組織やNGO、教育機関などと協働
で、途上国の防災関係者への技術移転、現地への専門家派
遣、防災教育教材の作成などを実施中だ。災害に強い世界を
目指し、兵庫を拠点
に、新たなうねりが
生まれている。

兵庫ではぐくむ世界の防災
国際防災研修センター（DRLC）

19

災害に学ぶ
災害を経験するたびに、その経験を教訓に、防災の取り組み
を強化してきた日本。この20年で大規模な地震を経験した
兵庫と東北が推し進める防災対策とは―。

1995年1月17日　阪神・淡路大震災　
震源地：兵庫県淡路島北部沖
マグニチュード：7.3 
死者・行方不明者：約6,500人2010年 ハイチ地震

2010年 チリ地震

2004年 
ハリケーン・アイバン

2005年 
ハリケーン・カトリーナ

2011年 
ニュージーランド南島地震

2002年 
インド干ばつ

2003年 バム地震
2008年
中国四川大地震

2000年 モザンビーク洪水

2004年 
インドネシア・インド洋津波　

2004年 
スマトラ沖大地震

2011年 タイ洪水

2010年 パキスタン洪水

2005年 パキスタン地震

2012年 
サヘル地域干ばつ・洪水

2007年 
サイクロン・
シドル

2008年 サイクロン・ナルギス

2011年 東日本大震災
1995年 阪神・淡路大震災

2004年 新潟県中越地震

ニッポン発

記憶を風化させないために
東北大学 災害科学国際研究所（IRIDeS）

北地方は三陸沖に沈み込んでいる太平洋プレートの影響で、こ
れまで地震や津波などの災害を数多く経験しています。それ故

に日本の中でも防災に熱心な地域の一つで、自治体と市民が連携し、
インフラ整備や避難訓練に懸命に取り組んできました。
　でも悲しいことに、東日本大震災では、多くの人が津波の犠牲になり
ました。「津波が来たら高台に逃げる」。そう分かっていても、心のどこ
かに「自分は大丈夫」という意識があった人もいたと思います。忘れた
ころにやってくるのが災害。もしもの時に備えて、危機感を持ち続けるこ

2011年3月11日　東日本大震災
震源地：宮城県三陸沖
マグニチュード：9.0
死者・行方不明者：約18,550人

東北大学
今村文彦教授
 （津波工学）

とは容易ではありません。
　いまだ復旧・復興の過程にある中、将来のための防災対策を東北沿岸
地域で進めていくことは、ある意味、酷かもしれません。でも“今”なので
す。津波の恐ろしさがはっきりと心に刻まれている今だからこそ、その重要
性を肌で感じ、我が身のものとして防災を学ぶことができるはずです。
　その一環として、東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）では「みんな
の防災手帳」を作成しました。地震が起こった
時の避難場所、被災地証明書の取り方など、災
害時に必要な情報がぎっしり詰まった手帳。被
災者へのヒアリングや我々の経験と教訓を基に
まとめました。上着のポケットに入る大きさで持
ち歩きも便利。この秋から、まずは宮城県多賀
城市で配布を始める予定です。
　東北地方は今、防災力を高める上で岐路に立
たされています。自分の身を、大切な人を守るた
めに、何をすべきか―。地域の人たちと共に考
え、前に進んでいきたいと思います。

東

神戸市の消防隊員か
ら防災のノウハウを学
ぶ途上国の研修員

参考：『大災害に立ち向かう世界と日本ー災害と国際協力ー』（佐伯印刷）、DRLCホームページなど

2011年 
東アフリカ干ばつ　
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